
教材№ D－３２

【教材のねらい】
・喫煙習慣は動脈硬化のリスクの１つでもあり、行動療法的アプローチが有効である。本人
の禁煙に対する意識を確認した上で、関心のない人は情報提供にとどめ、関心がある・禁
煙したいと思う人に禁煙を支援する事が必要である。本資料で喫煙が健康に及ぼす影響お
よび禁煙にあたっての留意点を学び、実際の禁煙支援につなげることができる。

【資料の使い方】
本資料の活用の他、さらに保健指導実施者は禁煙を希望する人に対しより効果的な禁煙
支援が行えるよう、厚生労働省において最新の科学的知見を踏まえて策定された「禁煙支
援マニュアル」を活用し、「喫煙と健康」に関する健康教育を行うために必要な基礎知識や、
実施方法、留意事項等について学習する。
また本資料中に、各保険者における禁煙支援が可能な保健指導者の連絡先を記入し使用
する。
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教材№ D－３３

【教材のねらい】
・たばこの害についての本人の理解度を確認し、禁煙支援のアセ
スメントの際に活用する。

【資料の使い方】
・禁煙支援を始める前に本人から記入してもらう。
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